
【施設概要】
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（施設所管課による評価）

イベントの工夫など指定管理者の努力により、来館者、棚田オーナー数は年々増加してい

る。学生の作業体験受け入れも、新たな掘り起こしや体験学習を行うなどし、増加傾向

である。協力金から予測した来館者数は約14,000人である。

（施設所管課による評価）

棚田オーナー制度による農業体験等の受入れ人数が年々上昇しており、新しいイベントも

開催するなど、施設の利用状況は良好である。

学校・企業等の農業体験の受入れも上昇している。

合併処理浄化槽 年4回以上 業者へ委託

3

1

1

実績

経理担当（会計事務・現金管理）

計画

1

1

1

清掃（定期清掃） 年１回 随時 職員が実施
駐車場内の清掃等 適宜 使用時、降雪時 職員が実施
消防設備点検業務 月１回以上 月１回以上 職員が実施

5年間

山田（1562）

交流館の維持管理及び自主事業を通じて稲倉棚田の保全を推進すること

稲倉の里農村交流館

作業項目 回数 実施日 実施状況

清掃（日常清掃） 随時 使用ごと 職員が実施

産業振興部 農業政策課 担当者（内線）

指定管理者が
行う業務内容

施設名称

指定管理者名

指定管理期間

1307

職員の
配置状況

開館日数

参加者数

1316

770

開催日時

5月、9月、10月

5月

設定目標値

100.0

達成率

12

施設の
利用状況

134.5

90

自主事業
の状況

事業・イベント名（内容）

棚田オーナー事業（田植え、稲刈り、ししおどし等）

農業体験受入（田植え、稲刈り、環境学習）

R6年度実績

延べ利用者数
（Ｒ7）

日 290
一日あたり
利用者数

設置目的
農家の休息と相互交流の場を整備し、農業環境を向上させるとともに、農村を訪れ
る人々との交流を促進し、地域の魅力を情報発信すること

前年度比

100.0

112.6

180

利用区分等

会議・打ち合わせ

オーナー田植え等

農作業体験受入

役職等（職務内容）

総括責任者（運営総括）

庶務担当（来客対応、受付業務）

R7年度実績

12
269

9

12

  令和7年度　上田市指定管理者モニタリング評価調書

令和9年3月31日令和4年4月1日

料金制導入区分 利用料金稲倉の棚田保全委員会

～

200

10

239

5

管理業務
の状況

作業内容

館内の清掃

館内の清掃

清掃・除雪

防火管理者による点検

機器メーカー等による管理

施設所管課



【収入・支出の状況】 （金額単位：円）※ 消費税額含む

△ 1,450,000

5,723,300

23,378,000

7,173,300

0

0

1,450,000

令和7年度
予算額

500,000

500,000

350,000

150,000

備考

指
定
管
理
者

指
定
管
理
業
務

収
入

指定管理者からの繰入金 461,704 549,531 569,444

項目
令和5年度

決算額
令和6年度

決算額
令和7年度

決算額

役務費 130,800 164,017 182,689

計 461,704 549,531 569,444

光熱水費 330,904 385,514 386,755

計 461,704 549,531 569,444500,000

自
主
事
業

収
入

都市農村交流参加費 8,999,531 4,483,422

支
出

16,028,957

補助金 2,666,502 1,454,640 1,484,352

支
出

計 27,814,018 21,267,829 32,880,743

0

16,400,000

6,500,000

1,450,000

農産物販売収入 4,601,473 5,090,556 6,613,647

差引 0 0 0

計 33,486,646 15,642,476 29,259,728

都市農村交流事業 27,352,314 20,718,298 32,311,299

指定管理会計へ繰越 461,704 549,531 569,444

30,551,300

22,878,000

500,000

差引 5,672,628 △ 5,625,353 △ 3,621,015

計 0 0 489

使用料 489

歳
出

補助金 2,666,502 1,454,640 1,484,352

1,450,000

その他収入 17,219,140 4,613,858 6,201,300 5,132,772

総合計 3,006,126 △ 7,079,993 △ 5,104,878

計 2,666,502 1,454,640 1,484,352

差引 △ 2,666,502 △ 1,454,640 △ 1,483,863

市

歳
入



【施設所管課による評価】（全施設共通評価項目）

（施設所管課の評価）※ 「△」や「×」の評価がある場合は、改善対応を記載

従
業
員
の
労
働
条
件

労働条件の明示、帳簿類の整備等

社会保険・労働保険に加入しているか。

労働条件の内容

各種保険・安全衛生

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されているか。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に整備されているか。

就業規則が適正に整備されているか。

賃金の管理は適正か。

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

安全衛生の管理体制は適正か。

36協定が適正に締結されているか。

労働時間の管理は適正か。

個
別
事
項

個人情報の保護・施設管理上の秘
密の保持等

○

○

○

○

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理費用の執行状況は適正か。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われているか。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施設利用に係るサービスは適切
であるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や苦情等を把握し、施設運営に
反映する仕組が整っているか。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じないよう、職員に対する研修
等、適切な対応が行われているか。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備されるとともに、避難訓練等、必要
な取り組みが行なわれているか。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止や安全確保のために必要な対
策が講じられているか。

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任保険に加入しているか。
（※加入不要な施設は評価対象外）

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるとともに、職員研修の実施等、漏洩防
止の対策が講じられているか。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の管理者や管理方法が明確であ
り、適切に管理されているか。

財
務
状
況

経理事務・帳票類の保管等

利用者の安全対策・緊急時の対応

評価項目

○

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕が適切に行われているか。

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書等の書類が遅滞なく提出さ
れているか。また、内容は適切か。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守されているか。

○

○

○

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、施設の清掃や整理整頓が行
われているかどうか。

施設の利用状況等に応じて、適切な使用量となっているか。
（※電気・ガス・水道・燃料の使用がない施設は評価対象外）

判　断　基　準

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格者が配置されているか。
責任者や指揮命令系統は明確か。

評価

○設備・備品の保守・管理状況

事務手続きの状況

施
設
管
理

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。

収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われているか。
施設運営に不要な経費の支出がないか。

○

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

収入の状況
（※無料施設は評価対象外）

支出の状況 ○

○

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。 ○

施設の運営・清掃の状況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別を行っているか。 ○
光熱水費・環境への配慮の状況

利用者サービス向上の取組

施設利用者への対応

○

○

○

◎

○

◎

○

○

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避難経路に障害物はないか。
（※消防設備が不要な施設は評価対象外）

第三者への業務委託は適正に行われているか。

○

○

○



↓

指定
管理者

所管課 確認方法（例）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○
事業報告、
実地（目視、聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視、聞取り）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 申請書等

○ ○ 申請書等

○ ○ 申請書等

- - 事業報告

- - 事業報告

- - 事業報告、例月の報告

- - 申請書等

○ ○ 事業報告

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認、聞き取り）

○ ○ 実地（目視、聞き取り）

○ ○ 決算書

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

経理事務・帳票類の保
管等

施設名 稲倉の里農村交流館

指定管理者名

施設所管課名

収入増に向けて、PR等の取組が行われているか。 収入の増加に向けた取組が行われている。

料金の徴収や減免等の手続が適切に行われているか。

条例、規則等に基づいた料金の徴収を行っている。

利用料金の減免は、条例、募集要項等に基づき市の承認を受
けて実施している。

収入の状況
（※無料施設は評価対
象外）

所管課確認欄

条例や基本協定書に規定する事業計画書や事業報告書
等の書類が遅滞なく提出されているか。また、内容は適
切か。

各種書類が提出期限までに提出された。

記載事項に漏れや不備が無い。

条例と異なる開館日、開館時間等の場合は、市の承認を得て
いる。

条例に基づく「開館(場)時間」や「休館(場)日」が遵守さ
れているか。

避難経路の確保がなされている。

事業計画等に基づき、施設や設備の点検、必要な修繕
が適切に行われているか

現金は必ず鍵のかかる金庫で保管し、金庫と鍵の管理は最小
限の職員で行っている。

財
務
状
況

収支予算に基づき、必要な収入が確保されているか。 収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

支出の状況
収支予算に基づき、予算の範囲で適切な支出が行われ
ているか。施設運営に不要な経費の支出がないか。

収支予算書と大幅な相違（3割以上）はない。

一般管理費(間接経費)が計上されている場合、金額や根拠
が明らかで、客観的に妥当な内容である。

管理費用の執行状況は適正か

管理業務に関する経費と自主事業等その他の経費が区分さ
れている。

専用の口座、帳簿等を備えている。

市への報告書と帳簿・伝票の整合が図られている。

現金を受領した際は、必ず領収書等を発行している。

上田市指定管理者モニタリング評価実地調査チェックリスト

課  長 係  長 係　員 担　当

条例、仕様書等に従い、開館日、開館時間等を遵守している。

事業計画等に基づき、利用者が快適に利用できるよう、
施設の清掃や整理整頓が行われているかどうか。

仕様書等に定めている回数・頻度のとおりに実施している。

施設内外の外観は清潔に保たれ、樹木等や植栽は手入れさ
れている。

評価項目 判　断　基　準 点検内容

施
設
管
理

事業計画等に基づき、施設運営に必要な人員と有資格
者が配置されているか。責任者や指揮命令系統は明確
か。

「○」
「×」
「-」

のいずれか
を記入

稲倉の棚田保全委員会

農業政策課

実地調査実施日

施設の運営・清掃の状
況

省エネ、温室効果ガス削減やごみの減量化・分別に取組
んでいるか

施設内の温度設定や節電、節水等、省エネに関する取組を
行っている。

廃棄物は市の基準に従い分別・処理し、リサイクルの推進等、
排出量を減らす工夫をしている。

光熱水費・環境への配
慮の状況

設備・備品の保守・管理
状況

事務手続きの状況

日常・法定点検は事業計画等に基づき実施している。

事業計画書等に基づき、人員を過不足なく配置している（有
資格者を含む）。

日報や経理帳簿等が法令、協定に基づき保管されている。

経理帳簿や伝票等の保管、現金の取扱は適切に行われ
ているか。

責任者(代理するもの)が常駐している。

電気・ガス・水道・燃料は、施設の利用状況等に応じて適
切な使用量となっているか。

燃料、光熱水費の使用量は適切である。
（過去３年間と比べて大幅な増減がない）

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

点検・修理履歴等を記録し、保管している。

設備等に不備が無く、安全に利用できる状態である。

使用量の推移について把握・分析をしている。

消防設備は法令等に基づき点検が行われているか。避
難経路に障害物はないか。（※消防設備が不要な施設
は評価対象外）

日常・法定点検は法令のとおりに実施している。

第三者への業務委託は適正に行われているか 市の承認を得て再委託をしている。

備品に過不足がなく、適切に管理されているか。

基本協定書の備品台帳１の備品が過不足なく管理されてい
る。

備品台帳２（指定管理料で購入した備品）及び備品台帳３（指
定管理者が設置した備品）が整備され、過不足なく管理され
ている。

利用者が快適に利用できる状態である。

4



指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（目視、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り、書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 実地（書類確認）

○ ○ 事業報告、実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告、実地（書類確認）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 事業報告

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（目視）

○ ○ 実地（聞き取り）

○ ○ 実地（聞き取り）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 実地（聞き取り）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 事業報告、実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

各種保険・安全衛生

年次有給休暇の運用・管理は適正か。

有効期間は、1年以内となっている。

緊急・災害時の対応マニュアルや連絡体制が整備され
るとともに、避難訓練等、必要な取り組みが行なわれて
いるか。

災害時・防犯等のマニュアルが整備されている。

緊急時の連絡体制が整備されている。

定期的な訓練を行っている。

危険箇所の把握や対応マニュアルの策定等、事故防止
や安全確保のために必要な対策が講じられているか。

事故対応マニュアルが整備されている。

事件・事故等の発生状況と対応した内容を記録している。

日ごろから施設・設備等の状況を把握している。

利用者が気持ちよく利用できるよう、接客マナーや施
設利用に係るサービスは適切であるか。

就業規則は法令（基準法第89条）の事項について作成し、社
内に周知している。

労働基準監督署に届け出ている。

定期的に見直し、法改正に対応した変更手続きが行われてい
る。

36協定が適正に締結されているか。

社会保険・労働保険に加入しているか。

要件を満たす者は労働保険（労災保険、雇用保険）に加入して
いる。

職
員
の
労
働
条
件

労働契約書（労働条件通知書）が適正に整備されている
か。

労働契約書（労働条件通知書）を作成し、本人に交付してい
る。

労働契約書（労働条件通知書）の内容は適正か。

法定三帳簿（労働者名簿、出勤簿、賃金台帳）が適正に
整備されているか。

労働者名簿、出勤簿、賃金台帳は作成している。

就業規則が適正に整備されているか。

労働時間の管理は適正か。

所定労働時間は、法定労働時間の範囲内に定められている。

年次有給休暇は勤続年数により付与され、繰越は翌年までと
なっている。年5日の取得義務を遵守している。

賃金の管理は適正か。

最低賃金以上の額が支払われている。

賃金規程等に基づいて計算・支給がなされている。

法定休日は、週1回または4週に4日以上与えている。

時間外・休日労働時間数の算出は、1ヶ月における各々の時
間数の合計となっている。端数がある場合、30分未満は切り
捨て、それ以上は1時間に切り上げている。

36協定の限度時間を超える長時間労働を行っていない。

36協定を締結して、有効期間開始前に労働基準監督署へ届
け出ている。

パートタイマー等の短時間労働者や有期雇用労働者にも付与
している。

年休取得日の賃金は、就業規則等で定めたとおり計算されて
いる。

年休管理簿等で年休管理が行われている。

割増賃金の算定基礎賃金、計算方法は、労働時間数、賃金の
支給単位（時給・日給・月給など）等に応じたものである。

利
用
者
サ
ー
ビ
ス

管理業務仕様書と基本協定書で指定する施設賠償責任
保険に加入しているか。（※加入不要な施設は評価対象
外）

仕様書等で定めた施設賠償責任保険に加入している。

補償内容は施設や設備に応じたものとなっている。

施設管理上の秘密を管理する者や管理方法が明確である。

安
全
対
策
・
危
機
管
理

安
全
対
策
・
危
機
管
理

利用者名簿等の個人情報が適切に管理されるととも
に、職員研修の実施等、漏洩防止の対策が講じられて
いるか。

アンケート調査や意見箱等により、利用者からの意見や
苦情等を把握し、施設運営に反映する仕組が整ってい
るか。

利用者アンケート等、満足度調査を実施している。

意見・苦情・要望等に迅速に対応し、対応した内容が記録され
ている。

割増率は時間外労働は2割5分、休日労働は3割5分、60時
間を超える時間外労働は5割以上となっている。
（中小企業に対する特例措置（60時間を超える時間外労働を
2割5分とできる）の廃止は2023.3.31）

タイムカードやパソコンの履歴など、客観的に確認できる方
法により、始業時刻・終業時刻を把握している。

休憩時間は労働時間に応じて法令のとおり与えられている。

受付や電話対応は、明るくはきはきとしている。

高齢者や障がい者などが施設を利用する際には、声掛けする
などの配慮をしている。

特定の利用者を優遇したり、利用を制限していないか。 施設の予約や利用等が公平に行われている。

利用者アンケート結果や意見等への対応内容は職員間で共
有されている。

対応する職員によって提供するサービスに差が生じな
いよう、職員に対する研修等、適切な対応が行われてい
るか。

職員に対する研修内容・参加人数等は事業計画に沿ってい
る。

従業員の言葉づかい、勤務態度、服装(名札の着用含む)等の
接遇状況は適切か

個人情報の保護・施設
管理上の秘密の保持等

利用者の安全対策・緊
急時の対応

利用者サービス向上の
取組

施設利用者への対応

労働条件の明示、帳簿
類の整備等

労働条件の内容

個人情報保護に関する規定が整備されている。

個人情報の漏洩、紛失等の事故防止対策を講じている。

施設や金庫等の鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の
管理者や管理方法が明確であり、適切に管理されてい
るか。

鍵等は管理台帳を作成するなどして所在が明らかになるよう
管理している。

鍵・暗証番号等、施設管理上の秘密の漏洩、紛失等の事故防
止対策を講じている。
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指定
管理者

所管課 確認方法（例）評価項目 判　断　基　準 点検内容

- - 実地（書類確認）

- - 実地（聞き取り）

- - 実地（書類確認、聞き取り）

- - 事業報告、実地（書類確認）

- - 実地（書類確認）

各種保険・安全衛生
法定責任者（安全管理者、衛生管理者、推進者、産業医等）を
選任している。

定期健康診断は年1回以上実施している。

社会保険・労働保険に加入しているか。
要件を満たす者は社会保険（健康保険、厚生年金保険）に加
入している。

職
員
の
労
働
条
件

健康診断の記録を作成し、5年間保存している。

安全衛生の管理体制は適正か。

安全管理体制が整備されている。
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【指定管理者による自己評価】（セルフモニタリング）

(３)次年度以降の取り組み

(４)その他

①利用者からの主な意見、苦情及び対応等

②市からの改善指示に対する対応（※ 市から改善指示等があった場合のみ）

近年の温暖化の影響で、夏季期間は農村交流館内の気温も高い日が多いため、作業の休憩、熱中症対
策、来客時の対応に辺り、エアコンの設置を希望します。
また、イベント・農業体験の受入時や観光客の増加に伴い、交流館の拡充・水洗トイレの増設を希望しま
す。

今年も農業農村支援センターの方にお願いをして、保全委員会メンバーへの農作業の講習会を年4～5
回で開催予定。
農閑期には保全委員会メンバーで他棚田へ研修予定。
棚田の景観を保つための美化・草刈り・農道等の整備に取り組む。

ホームページにお問い合わせフォームを作成し、何かあればご連絡いただけるような体制をとっている。
お客様から意見をいただき、運営の見直し等の参考にしている。

(２)指定管理業務実施上の課題

(１)令和7年度（令和7年4月1日～令和8年3月31日）の取り組みに対する評価

①利用者増加・利用者サービス向上への取り組み

②経費節減に対する取り組み

③その他

パンフレットをリニューアルし、写真を増やし、棚田の図面を入れ、棚田までの案内図を分かりやすいもの
に変え、棚田をより知っていただくよう努めた。
オーナーの名称を「カカワリ隊」に変更し、内容もよりカカワリやすいようにリニューアルした。
「ファン」という少額の体験コースを「協力金コース」に変更し、体験はせず協力だけしたいという方のコー
スを作った。
「棚田の未来を語る会」というカカワリ隊と関係者の収穫祭を初開催し、棚田の作業体験では味わえない
カカワリ隊と関係者でお酒を交えて語り合ったり、パートナーシップ企業に提供していただいた景品をプ
レゼントするゲーム大会や「風さやか」「コシヒカリ」「ひとごこち（酒米）」の食べ比べ、棚田のもち米で餅つ
き大会などをして大盛り上がりし、参加者からは毎年参加したい、これからも棚田を応援したい、などカ
カワリ隊と関係者の繋がりをより強固なものにでき、成功裏に終わることができた。
学校の課外学習も増加するように努めた。なかでも麴町学園女子高等学校に初めて田植え体験にお越し
いただき、その後もWeb授業を開催したり稲刈りもご案内したりと、他の学校よりも強い繋がりを作るこ
とができた。
夏のししおどしでは縁日を開催し、イベント開催の夕方まで楽しんでいただけるよう工夫した。
春と秋にはフリーマーケットを開催し、県内外からたくさんのお客様にお越しいただき、棚田を知ってい
ただく良い機会を作ることができた。

冬季期間の暖房は棚田の敷地内の立木を伐採し、薪作りをして薪ストーブに利用している。

近年の温暖化の影響で、夏季期間は農村交流館内の気温も高い日が多いため、作業の休憩、熱中症対
策、来客時の対応に辺り、エアコンの設置を希望します。
また、イベント・農業体験の受入時や観光客の増加に伴い、交流館の拡充及び水洗トイレの増設、さらに棚
田周辺における有害鳥獣による被害防止に向けた対策について支援を希望します。


